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賑わい

⾒守り

産業振興「道の駅」 ⇒交流⼈⼝の拡⼤・地域経済の活性化
①地域間や産官学と連携した観光企画の強化
②買物や休憩、憩いで賑わう空間づくり
③地域の特産品によるオリジナル商品開発・ブランド化
④集荷サービス等による直売所の充実

地域福祉「道の駅」 ⇒安全・安⼼な住⺠サービスの提供
⑤⾼齢者など住⺠への宅配サービス
⑥道の駅への送迎サービス
【集荷・宅配サービスと同時に⾒守り・声かけの効果も】

防災「道の駅」 ⇒地域防災⼒の強化（広域防災の後方支援）
⑦災害時の受け入れ体制づくり
⑧防災訓練やＰＲ活動を通じた住⺠の防災意識の醸成

“賑わい”と“⾒守り”を基本コンセプトとして、３機能を有する「地方創生拠点」の形成

• 道の駅「よこはま」を含む周辺エリアを地域資源として捉え、“賑
わい”と“⾒守り”を基本コンセプトとする「産業振興」＋「地域福
祉」＋「防災」の３機能を有する「地方創生拠点の形成」を目指す。

• 横浜ICと道の駅「よこはま」エリアとの連携により、下北半島縦
貫道路の休憩・情報施設としての活用を図る。
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※道の駅「よこはま」エリア・・小中学校やガソリンスタンド、コンビニエンスストア
などの施設が集積する道の駅を含めたエリア。既存施設の有効活用が可能。

道の駅「よこはま」エリア地方創生基本計画の概要



取組の方向性
駐⾞場の拡張により⼤型⾞両が

⽴ち寄りやすくなる契機を活かし、
観光客や来訪者を増やす企画提案
や受け入れ体制づくりを⾏う。

施策① 観光企画の強化 産業振興

計画の内容
• 観光ルート、観光企画の提案
• 産官学と連携した観光素材発掘（横浜町ファンづくり）
• 受入れ体制の充実
• レストランの魅⼒アップのために加⼯グループとコラボ
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○昨年度の取り組み
〇観光ルート、観光企画の提案
・上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏観光推進協議会
のパンフレット作製＜H29〜継続＞

5つのコースの広域観光ルートを提案したパンフ
作成し、広域に配布。

・しもきたTABIあしすとの下北半島旅ガイド「ぐるりん
しもきた」による観光情報提供とバスツアー実施
＜継続＞

横浜町を含む下北の市町村の観光情報盛りだくさんの
旅ガイドブックの配布及び１日周遊コース（５コース）
のバスツアーを実施。

最終目標年度︓令和2年度
現在の達成度 80％

○受入れ体制の充実
・電子看板を活用したPR実施＜H30新規＞

町及び道の駅のイベントの事前PR及び施設や産業のPR
を動画や静止画にて町内外から道の駅を訪れる来客に広報
を実施。

○レストランの魅⼒アップ
・横浜なまこフェアの開催（12月）＜継続＞
・ホタテフェアの開催（3月）＜継続＞
・レストランメニューの検討＜継続＞

〇観光ルート、観光企画の提案
・函館アフターデスティネーションキャンペーン実施

函館市で開催された「函館グルメサーカス」への参加。
・上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏観光推進協議会
パンフレット作製配布＜H29〜継続＞

・しもきたTABIあしすとの下北半島旅ガイド「ぐるりん
しもきた」による観光情報提供とバスツアー実施
＜継続＞

〇受け入れ体制の充実
・電子看板設置を活用したPR＜H30~継続＞
（観光PR動画、施設やイベント等の情報発信可能に）
・多言語に対応した小型翻訳機の導入＜R1新規＞

年々外国⼈観光客の増により、売り⼿、買い⼿が安⼼して
コミュニケーションがとれるよう導入する。

〇レストランの魅⼒アップ
・横浜なまこフェアの開催（12月）
・ホタテフェアの開催（3月）
・レストランメニューの検討＜継続＞

ピザ用オーブンを導入。レストランに
おいて毎週日曜日限定でピザを提供。

○今年度の取り組み予定



施策② 買物や休憩、憩いで賑わう空間づくり
計画の内容
• 三保野公園や交流館の利活用
• ⾼齢者はじめ来訪者が休憩できる空間づくり
• イベントや催事などの企画の充実
• レストランの魅⼒アップ【再 掲】

産業振興

取組の方向性
道の駅と三保野公園、交流館を活用し、
ゆっくりと滞在できる環境を整備し、
道路利用者や地域の方々で賑う空間を
創出する。

○昨年度の取り組み
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○イベントや催事などの企画の充実

○今年度の取り組み予定

・道の駅で、加工団体が交代で毎月イベントの開催＜H29〜継続＞
・⻘森県内道の駅フェア&菜の花プラザ20周年祭開催＜R1新規＞

県内の道の駅が集結し各特産物を紹介・道の駅開業から２０周年
を迎えることに伴いイベント開催。

（令和元年10月１２日（⼟）〜１３日（日）9︓30〜16︓00）

最終目標年度︓R2年度
現在の達成度 80％

・道の駅ふたつい（秋⽥県）との商品交流＜H30~継続＞
町商⼯会と能代市二ツ井町商⼯会が姉妹商⼯会協定をしており、

お互いの特産物の交流販売を実施。
・イベントテント等購入＜R1新規＞

下北半島縦貫道路延伸における横浜インターセクションの設置
により利便性が増すこととなるため道の駅利用者の確保に伴うイ
ベント等の継続的な実施及びエリア防災⼒の強化として災害時に
も活用できるようなテント等を購入。

○来訪者が休憩できる空間づくり
・道の駅エントランスに花のプランターを設置＜継続＞

なたねの会・菜の花会がボランティアで道の駅管内エントラ
ンスに花のプランターを設置及び花壇の整備等で来訪者へ安らぎ
を与える景観・環境づくり。

道の駅内ふたつい商品▶
コーナー

なたねの会・菜の花の会に▶
よる環境づくり○三保野公園や町の施設の利活用

・道の駅周辺案内看板の設置
○来訪者が休憩できる空間づくり
・道の駅エントランスに花のプランター
を設置

○イベントや催事などの企画の充実
・道の駅で、加工団体が交代で毎月イベント
の開催

・館⿐岸壁朝市（⼋⼾）や、産直施設を
視察研修

・⻘森県内道の駅フェアへの参加・視察



施策③ 特産品による商品開発・ブランド化 産業振興

取組の方向性
これまでの開発した商品のＰＲ活用と、
専門家や地域と連携した「地元の食材を
活かした商品開発・ブランド化」を推進
する。

計画の内容
• 魅⼒ある商品開発（６次産業化の強化）
• ＰＲや売り場の⼯夫・改善

○昨年度の取り組み
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○魅⼒ある商品開発（６次産業化の強化）

○ＰＲや売り場の工夫・改善

○今年度の取り組み予定

• 売り場を季節感あるディスプレイで飾る手作り
講習会の開催＜H30新規＞

• 商品ラベルプリンター導入＜H30新規＞

• 既存商品のブラッシュアップ＜H29〜継続＞

最終目標年度︓R２年度
現在の達成度 80％

• 地元子供たちの絵をもとに新商品開発
＜H29〜継続＞

• インターンの⼤学生による特産物加工品に関する
ガイドブック作成＜H30新規＞

▼ラベルプリンター○魅⼒ある商品開発（６次産業化の強化）
• 商品ラベルプリンター活用＜H30~継続＞

加⼯品等のラベルデザインの向上により消費者が商品に目を
向けやすくなる。また、食べ方が浸透していない野菜等に調理
方法など丁寧に記載することにより、販売の促進につながり、
売れ残りの減につながっている。

• 既存商品のブラッシュアップ＜H29〜継続＞
容器、ラベル、パッケージ等をより消費者が⼿に

取りやすいものへ検討し変更。

○ＰＲや売り場の工夫・改善
• インターンの⼤学生による特産物加工品に関するガイドブック
活用＜継続＞

道の駅の売り場や町外での物販の際に、関係者すべての⼈
が、加⼯品の良さやこだわりの知識を共有し、お客様に伝える
ことができるような内容を記載したガイドブックを⼤学生に作
成していただき、今年度においてはお客様が簡単に⼿に取って
⾒れるように道の駅館内休憩スペースに設置しており、また、
外販及び出張販売等において販売者が商品を説明できる参考書
としても活用してる。



取組の方向性
道の駅の目玉「産直」の扱う品目と品揃えを

充実し、来客数増加と地域産業の活性化を図る。

施策④ 直売所の充実（地産地消） 産業振興
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計画の内容
• 売り場の⼯夫・改善【再掲】
• 集荷サービスの提供

○昨年度の取り組み
○集荷サービスの提供＜H28〜継続＞〇集荷サービスの提供＜H28〜継続＞

・ 「㈱よこはまロマン創社」へサービス業務を委託。
・ぐるっと隊（２名）で、⾞両を購入し、約週３回稼働。
・集荷宅配サービス専用⾞（軽⾃動⾞）を導入。
・サービス専用携帯電話の導入。

○今年度の取り組み予定

・「㈱よこはまロマン創社」へサービス業務を委託。
・道の駅職員がぐるっと隊として、道の駅営業日全日にてサービ

ス提供。

○売り場の工夫・改善
・野菜の種類ごとの陳列及び清潔な売り場づくり＜H29〜継続＞
・道の駅に来る環境づくり（絵画の展示）＜H29〜継続＞
・⾼齢者や⼥性に優しい野菜販売台を入れ替え＜R1新規＞

⾼齢者の会員方々から集荷業務において野菜販売台の上に⼿が届か
ず野菜が置けなく困っているなどたくさんの声が寄せられ、⽼⼈や
⼦供の目線で野菜がよく⾒えるよう、また、⾼齢者も⼿が届くよう
な移動式野菜販売台を導入予定。
（１３台導入予定）

▲新しい野菜販売台

最終目標年度︓R2年度
現在の達成度 90％

○冬場の品薄時の売り場づくり
・県内産地直売施設間の商品交流検討及び実施

＜継続＞
・冬期の不⾜野菜の仕入れの検討および実施

＜継続＞

導入したサービス▶
専用⾞両

○売り場の工夫・改善
・野菜の種類ごとの陳列及び清潔な売り場づくり＜H29〜継続＞

・道の駅に来る環境づくり（絵画の展示）＜H29〜継続＞

・売り場づくり等に関して専門家による教示。＜H30新規＞

・出荷者を増やす目的のセミナーと、現出荷者の意識向上と販売戦⼒
を⾼めるためのセミナーを開催＜H30新規＞

○冬場の品薄時の売り場づくり
・県内産地直売施設間の商品交流検討及び実施＜H30新規＞

・冬期の不⾜野菜の仕入れの検討および実施＜H30新規＞



6

施策⑤ ⾼齢者など住⺠への宅配サービス
取組の方向性

⼀定のニーズがあり、今後も増加が⾒込まれる
ことから、既存サービスとの棲み分けや連携を
考えながら、実証実験で導入を検討する。

計画の内容
• 宅配サービスの提供
• 宅配サービス先の拡充調査

○昨年度の取り組み
○宅配サービスの提供＜H28〜継続＞

地域福祉

○今年度の取り組み予定

• 道の駅にある商品（商品カタログ記載）を宅配（無料）
• 温泉や役場ロビーで移動販売を実施（無料）
• 道の駅で購入した重い荷物を⾃宅まで配達（無料）
• ⾼齢者の利用者については、利用状況を把握し、⾒守りを実施。
• 宅配サービスのPR（チラシの毎⼾配布、移動販売先近隣への周知）
• 社会福祉協議会の要請による、⾼齢者が集まる場「いきいき教室」

開催時での移動販売（３地区）
• 町内のクリニックや⻭科、薬局等にもチラシを置いてもらい周知拡⼤。

※電話注⽂⾦額は、H2９年度１９件54,879円
H３０年度２１件・57,449円であり、道の駅購
入品の配達は電話注⽂の件数・⾦額増の状況か
ら、サービスが浸透して来ていると思われる。

最終目標年度︓R2年度
現在の達成度 80％

《H30年度からの変更点》
・効率かつ継続実施の可能性を

⾼めるため、サービスの業務
受託者を「なたねの会」から

「㈱よこはまロマン創社（道の
駅菜の花プラザ）」へ変更。

・道の駅営業日の全日でサービス
提供可能に。

・専用携帯電話の設置により、
移動中でも連絡可能に。

○宅配サービスの提供＜H28〜継続＞

ぐるっと隊チラシ▶
商品カタログ

（商品７４品種）



取組の方向性
⾼齢者のニーズが⾼く、⼿にとって商品を選び・

楽しみたいという声も多いことから、類似サービス
や競合店舗と共存できる送迎サービスを構築。

施策⑥ 道の駅への送迎サービス 地域福祉

計画の内容
• 送迎サービスの提供（⾼齢者への声かけ、

⾒守りサービス含む）

・温泉＆お買い物バスを運⾏＜H28〜継続＞
・保健・児童センター建設後のバス送迎計画
の検討＜新規＞

○送迎サービスの提供

▲道の駅で買い物を終えて
乗り込む利用者の様⼦

○昨年度の取り組み
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・温泉＆お買い物バス運⾏

○今年度の取り組み予定

▲役場での用事するために、
送迎サービスを利用。

最終目標年度︓R2年度
現在の達成度 60％

温泉バス利用⼈数

・温泉バスの利用は、
１０⼈から２０⼈
くらいだが道の駅
利用者は昨年同様、
0⼈から５⼈程。

○送迎サービスの提供



施策⑦ 災害時の受け入れ体制づくり 防 災
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取組の方向性
• 道の駅エリア内の各施設において災害時の受入を想定し

て、必要な防災機能を確保する。
• 避難生活に対応できる備蓄を⾏う。
• 災害時に防災拠点としての機能できるよう、各施設間の

連絡体制・受け入れ体制を構築する。

計画の内容
• 災害時の役割分担と防災機能強化
• 食料及び生活必需品等の備蓄
• 連絡体制等の構築

○昨年度の取り組み

○防災機能の強化

○連絡体制等の構築

○今年度の取り組み予定

事業進捗率
５３．８％
(R1末⾒込)

●詳細設計
・防災除雪ステーション
・防災備蓄倉庫 など
●用地買収

●施設整備
・防災除雪ステーション
・防災備蓄倉庫
●詳細設計
・休憩施設及びトイレ
●用地買収
●⼀部造成⼯事に着⼿

●地域防災計画⾒直しのため、
引き続き横浜町など関係機関と
の調整



防災除雪ステーション平面レイアウト図
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融雪剤置場

休憩スペース
トイレ

会議室

２階

１階

電気室 非常用
発電室

事務室
・会議室

玄関

倉庫

融雪剤
積込場所

除雪⾞置き場（１３台・パトロールカー、作業⾞含む）
①現道の除雪用 ７台
②下北半島縦貫道路除雪用 ６台

１
６

ｍ
１

６
ｍ

８０ｍ

１階床面積 約１，２８０㎡
２階床面積 約 ２８０㎡
合計延床面積 約１，５６０㎡（鉄骨造）

２３ｍ



防災備蓄倉庫平面レイアウト図
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１６ｍ

１
５

ｍ

延床面積 約２４０㎡（鉄骨造）

横浜町⺠分
備蓄エリア

道路利用者分
備蓄エリア

※備蓄品
○生活用品︓⽑布、懐中電灯、紙おむつ等
○食料品︓アルファ⽶、飲料⽔、ミルク等
○⼯具類︓ブルーシート、ヘルメット等
○機器類︓発動発電機、テント等
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施策⑧ 防災訓練やＰＲ活動を通じた防災意識の醸成 防 災

計画の内容
• 道の駅エリアを活用した防災訓練
• 防災に関する意識啓発

取組の方向性
• 災害時に地域が適切な対応ができる

よう、防災訓練や意識啓発を⾏う。

○昨年度の取り組み

・横浜町総合防災訓練を実施
役場庁舎にて、初動訓練と、⼤豆田地区（旧⼤豆田小学校）
にて町⺠参加型訓練を実施。
同日、⼼肺蘇生とAEDの使用方法の職員対象講習会を開催。
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○防災に関する意識啓発
○今年度の取り組み予定

役場職員・消防署 ▶
消防団の初動訓練

▲初期消火訓練

【町⺠参加型訓練】

最終目標年度︓R2年度
現在の達成度 70％

・横浜町総合防災訓練を実施【継続】
役場庁舎にて、初動訓練と、本町地区（横浜町役場）
にて町⺠参加型訓練を実施。
同日、⼼肺蘇生とAEDの使用方法の職員対象講習会を開催。

・道の駅よこはま防災訓練を実施【継続】
社員の初動訓練を実施。

▲避難誘導訓練

◀炊き出し訓練

【初動訓練】

○防災に関する意識啓発


